
村山市立小学校西部地区統合準備委員会（第６回） 

 

日時 令和 7 年７月２９日（火）18：30～ 

場所 農村環境改善センター 多目的ホール 

 

議事 次第 

 

１ 開 会 
 
２ 委員長あいさつ 
 
３ 教育長あいさつ 
 
４ 議 事 
  （１）経過報告・今後の予定【資料１】 
 
  （２）個別シートについて【資料２】（部会ごと協議） 
 
  （３）部会協議内容報告及び協議 
 
  （４）その他 
 
５ 閉 会 
 
 
 
 
 
 
 
 



□委員  （順不同・敬称略）

№ カテゴリー 氏 名 所属団体等 所属部会 備考

1 奥山 陽介 大久保地域代表 校舎整備

2 石川まゆみ 冨本地域代表 地域連携

3 青栁 孝雄 村山戸沢まちづくり協議会長 総      務 委員長

4 佐藤 紀彦 大高根地域代表 校舎整備

5 佐藤 喬一 村山市立大久保小学校PTA会長 地域連携 （欠席）

6 小林 陽介 村山市立冨本小学校保護者 学校運営 （欠席）

7 青柳 悠平 村山市立戸沢小学校保護者 総      務

8 井上結香子 村山市立富並小学校保護者 学校運営

9 伊藤 真司 村山市立葉山中学校PTA副会長 校舎整備

10 奥野 直樹 村山市はやま認定こども園保護者 学校運営 （欠席）

11 黒沼  梢 認定こども園ふたば大高根保育園保護者代表 地域連携

12 尾﨑  惣 村山市立大久保小学校長 教育課程

13 鈴木 郁子 村山市立冨本小学校長 教育課程

14 髙橋 文明 村山市立戸沢小学校長 教育課程

15 工藤 美紀 村山市立富並小学校長 教育課程

16 早坂  智 村山市立葉山中学校長 教育課程

0
□事務局（村山市・村山市教育委員会）
№ 所 属 氏 名 兼 務 主担当部会 備考

1 教育長 大内 敏彦 -

2 学校教育課 課長 細谷  充 学校統合推進室 室長 総      務 班 長

3 教育指導室 室長 村田  紳 学校統合推進室 室長補佐 教育課程 副班長

4 学校教育課 課長補佐 髙橋 留美 総      務 副班長

5       庶務主査 秋久保洋紀 学校統合推進室 推進主査 学校運営 班 長

6       庶務係長 鈴木 夕佳 総      務 副班長(欠席)

7      栄養業務員 石山 陽子 学校運営 (欠席)

8       施設係長 細谷 祐太 学校統合推進室 推進係長 校舎整備 班 長

9  学事主査（兼）係長 森  忠昭 学校運営 副班長

10         主事 海老名秀喜 校舎整備 副班長(欠席)

11 指導主査（兼）指導主事 森谷 洋子 教育課程 副班長

12 指導係長（兼）指導主事 半澤 宏樹 地域連携 副班長(欠席)

13    学校統合推進員 井澤 豊隆 学校統合推進室 学校統合推進員 地域連携 班 長

14    学校統合推進員 笹原  聡 学校統合推進室 学校統合推進員 教育課程 班 長

15 生涯学習課 課長補佐 柴﨑  造 地域連携

16         主事 大山 温子 地域連携 (欠席)

17 子育て支援課 課長補佐 菅原 憲一 学校運営
※事務局担当者は、記載されている主担当部会の他にも所属している部会があります。 

地域代表

学校保護者

認定こども園代表

小中学校代表

第６回村山市立小学校西部地区統合準備委員出欠者名簿



【資料１】

1 事業報告

№ 期日 曜日 会  場

1 5月28日 水 第５回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 農村環境改善センター

2 6月17日 火 学校運営部会作業班打合せ①     〃

3 6月24日 火 校舎整備部会作業班打合せ①     〃

4 7月3日 木 総務部会作業班打合せ①     〃

5 7月7日 月 教育課程部会作業班打合せ① 戸沢小学校

6 7月8日 火 校舎整備部会作業班打合せ② 村山市役所内

7 7月10日 木 学校運営部会作業班打合せ②     〃

8 7月15日 火 地域連携部会作業班打合せ①     〃

9    〃 総務部会葉山学園制服分科会① 農村環境改善センター

10 7月16日 水 設計事務所打合せ（㈲柴﨑浩一設計事務所） 村山市役所内

11 7月25日 金 視察研修（新庄市立明倫学園） 新庄市

12 7月29日 火 第６回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 農村環境改善センター

2 事業予定

№ 部会

1 7月30日 水 葉山中学校

2 7月31日 木 葉山中学校

3 8月18日 月 葉山中学校

4 8月19日 火 上山市、山形市

3 今後の会議予定（案）

№ 期日 曜日 会  場

1 9月25日 木 第７回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 村山市農村環境改善センター

2 11月27日 木 第８回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 村山市農村環境改善センター

3 1月27日 火 第９回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 村山市農村環境改善センター

4 3月26日 木 第１０回村山市立小学校西部地区統合準備委員会 村山市農村環境改善センター

※各専門部会、作業部会、分科会は随時開催 小会議室 等

事   業   名

内容

村山市立小学校西部地区統合準備委員会　資料

事   業   名

項目

校舎整備に係る助言及び教科教室講習会

視察研修（上山きらり学園、西山形小学校）

葉山中学校内覧会（1回目）

   〃    （2回目）



村山市立小学校西部地区統合準備委員会資料  【資料２】 

 

 

個 別 シ ー ト 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月 

 



 



No.01

07 10

10

10

12 12

R6

12

1,980,000

7 7

7 12

/

1

2

3

4

7

323



No.

07 07

07 08

07 09

07 10

07 12 R8

08 05 HP SNS

08 06

08 08

08 11

08 12

09 03

09 04

09 09

1,000,000 R8

/

1

20

2

3

4

323



No.

07 09

07 09

07 12 R8

08 05

08 09

100,000

7 7

8 9

/

1

2

3

4

7

323



No. , , , , ,

07

08

09

/

1

2

3

4

ex.

323



No.

07 07

07 08

07 09

07 11

07 12

08 01

08 04

08 11

7 6

9 1

/

1

2

3 5
7

4

323



No.6

07 6 1 WEB

7 1

Web

7 6

10 4

/
1

2

3 Web
/SNS

4

7 10
323



No.7

07 9 8

08 10 9

09 10 10

10 10 11

7 4

11 3

/

1

2

3

4

323



No PC

8

10 3

PC

/

1

2

3

4

323



No.25

7 6

8

8 10

9 8

9

10 4 1

R7.6

R10.4

/

1 edumap
edumap

2 Google Site Google Web
Google Site Google

3
Word Press

4

HP

323



No.

07

08

09 4

09

09 8

09 12

/

1

7.8.9…
5.6… 5.6

2

8.9
5.6.7

4.5.6

323



No.27

9

10

No.52 No.53
No.65 No.66

R10

/

1

2

3

4

323



No

08 5

8

09 8

10 1

10 3

/

1

2

3

4

323



No.29

R9

07 7 1 7/1

7 7 ( )R8 R9

07 10 7 R7

07 11 11 12

07 12 ( )

08 1 ( ) ( R8)

2 ( ) (R8 R9)

R R8,R9
5.6 R9

1 6 ( )
1 R8 6

R8

R9

/

1 R7,6 R7,8
R7
R8 R8 R9

R9

2 R7,10 7 R7

R8

R8

3 R7,12 R8,2 PTA PTA PTA
R8 PTA
PTA

4 R7,12 R8,2 ( )
(R8

R9)

PTA

323



No. PTA

/

1 PTA

2 PTA

3 PTA

4 PTA

PTA

PTA

323



No. PTA

/

1 PTA

2 PTA

3 PTA

4

PTA

PTA

323



No. PTA

/

1 PTA

2 PTA

3 PTA

4 PTA

PTA

PTA

323



No.34

07 05 09

07

07 29 6

08

08

09

09 25 7

11 27 8

12 05

08 12 01

09 04 01

08 01

10 02 29

17,100 600 1,500 15,000 9,000

7 5

10 2

/

1 30
/1

2

3

4

7

323



No.35

07 4 1

08 3

9

11 9

09 7 7 8 10

7

9

/

1 5 2.5

2
3

3 3

7

323



No.36

7 7 10

8 8

10 3

No.37 No.38 No.39 No.40

R10.3

/

1

2

3

4

No.37 No.38

323



No.37

7 7 10

7

7

No.36 No.38 No.39 No.39-2
No.40

R7.7

R8.8

/

1
2km

2km

2

1km

1km

3
4km 2km

4

323



No.38

7 7 10

8 8

10 3

No.36 No.37 No.39 No.40

R7

R10.3

/

1

2

3

4

No.36 No.37

323



No.

7 7 7

7 9

7 9

8 11

9 3

9 9

10

3

10 4 7

No.37

1,500

7

10 3

/

1 3 10
2

2

5 1

2 2

HYAMA GAKUEN

3

4

7

323



No. -2

7 6

7

9

8 4 1

7 6 3 2 3

No.36 No.37 No.39

600 3 1,800 450
300 450

7

8 4

/

1

2 5 2
4 5 2

2

3

4

600 / 10
6

3,092 / 258 / 2
6

3,518 / 294 / 2

7

323



No.

7 7 7

10

2

8 8

9

10

11

9 10

3

10 4 7

10 3

/

1

2

3

4

323

R



No.41

07 07

08

09

09

10

11 27

12 05

08,09

10 4

100

7 5

10 2

/

1

2

3

4

NPO

7

323



No.43

/

1 1

2 2

3 3

4 4

1 PTA /
2

3
4

4 1

9

323No.43



No.44

/

1

2

3

9

323No.44



No.45

07 5 28 7 1

07 8

07 9

07 9

07

07 12 R

08 2

08 4 1

9 10

10 4 1

6

8 4 10 4

/

1

2

3

7



No.46

45

/

1

2

3

4

9

32346



No.47

07 09

11 /

08 04 /

09

09 09 /

10 03

/
/

/

1

2
4 +

/

3

4

323No.47



No.

06 10

07

09 2

/

32348



No.49

07 7

10

08 04

08-09 2

10 03

PTA

100 /

7 8

9

/

8

323No.49



No

07 6

9

11

08 1

2

/

1

2

3

4

323



No.

07 09

07 09

07 11

08 09

08 12

7 8

/

1

2

3

4

5

7

32352



No.

08 09

08 11

09 09

09 12 10

8 6

/

1

2

3

4

9

32353



No.

08 06

08 11

09 03

09 06

09 09

09 12 10

8 6

/

1

2

3

4

9

3235



No.

08 02

/

1 PTA

2 PTA

PTA

9

32355



No.57 58

07 4 1

6 10

6 18

6 20

6 27

7 1

9

10 31

08 2 27

3 10

7 49,958

7 4 1

8 3 31

/

1
2

2

3

4

7

323



No.59

07 9

11 8

08 5

6 6 2

09 3 1

5

11

7

8 6

9 12

/

1 1 40 40
2 60

2 1 60 40 20
2 40 1 50

3 1 50 40 10
2 50

7

323



No.60

07 9

08 4 1

08 8 31

08 11 R9

09 10

10 3

9

8

9

/

1

2

3

4

8

323



No.61

07 4 1

07 9

07 12 31

08 2 28

08 3 31

08 11 R9

09 10

10 3

9

7

9

/

1

2

3

4

9

323



No.62

07 9

08 4 1

08

08 11 R9

09 10

10 3

9

8

9

/

1

2
3

3

4

8

323



No.63

07 7 4

07 9

08 7

08 10 9

09 7

10 3

10 7

10 12

11 1

4

60 66

7 7

11 3

/

1

2

323



No.64

7 4

7 9

8 7

8 7 62

11

9 12

10 3

10 7

10 12

11 1

24
60 66

7 7

11 3

/

1

2

3

4

7

323



No.65

10 3

10 7

10 12

11 1

3

60 66
53

7 7

11 3

/

1
4 4

2

3

4



No.66

07 9

08 7

08 10 9

09 10

10 1

63,64

8 7

10 3

/

1

10 3

2

3

4

323



個別シート（参考資料）

No.06 広報・情報発信

No.39 スクールバス運行

No.43 子ども会育成会組織・規約等

No.45 コミュニティスクール・学校運営協議会

No.57,58 義務教育学校の必要教室の検討・校舎改修設計

【資料２-１】





【No.6】■全国各地の「開校準備通信・だより」 コレクション

東京都中央区晴海西小・中学校

尾花沢市立小学校統合（R９．４月開校）兵庫県神戸市八多義教校（R5.4月開校）鳥取県米子市（R１０．４月開校）栃木県佐野市（R１０.４月開校）

北海道岩内町 （R８．４月開校） 青森県六戸町（R７.４月開校） 北海道月形町（R９．４月開校）
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「PTA」と「子ども会育成会」の違い
2016.2.20 村山市立小学校 （原案：生涯学習課 井澤）

◎親と教師が連携協力して、学校
教育、並びに家庭教育を振興・
発展させ、子どもの健全育成を
図るための組織
・学校教育課程を通し、知力（学力）、徳力（心）、
体力（身体）の成長を図るため、保護者と教職
員がともに手を携え、良好に学校を運営する

～（趣旨）親と教師がともに学ぶことで児童・生
徒の教育に還元する

【学校行事の運営、学校環境整備等を

共同で行いながら学び合うプラットホーム】

《ポイント》「学び合い」・「親と教師」

◎親が地域と連携協力し、学校教育
課程では得られない、より豊か
な体験活動を通し、子どもの健
全育成を図るための組織
～町内会などの小さな地域を基盤とした子どもたちの集
団である「子ども会」の活動を支える保護者や育成者（協
力者や指導者）で構成。

～子ども会活動の円滑な運営を図るための側面的な援助
と、子どもたちのよりよい理解者としての資質を磨くため
の活動を行なう。

【自然体験、地域活動、社会経験、地域との
つながり、地域の伝統文化などの「子どもた
ちが学ぶ場」を提供】
《ポイント》 「体験」・「学校教育以外」・「親と地域」

PTA（保護者+教職員）
《目的》：子どもたちの健全育成/教育

定

義
（ポ
イ
ン
ト
）

○小学校の教育活動への理解・協力
○小学校の良好な教育環境の整備
○校外での生活指導
○相互理解のための情報の共有化
○家庭教育向上に係る研修と実践
○親子での行事等（交流・親睦）

具
体
的
活
動

○小学校の教育課程だけでは体験できない
ような、地域での経験を積む場
・自然体験 ・地域活動 ・社会体験
・地域とのつながり・子どもの自治活動
を支援 ・地域のルール（慣習等）を
身につける・地域の伝統文化の継承等

子ども会育成会
（保護者や地域の育成者が主体）

関

係
参考
（1）【No.43】



《村山市型モデル》 ～「学校・家庭・地域の」三者が 連 携して【子ども】を育む～

「PTA」と「子ども会育成会」 関係図２ ～学学校社社会連携～

学 校
（教職員）

地 域
（住民・
育成者）

家 庭
（親）

子ども

*PTA=Parent-Teacher Association 村山市立小学校用
2016.2.20

（原案：井澤豊隆）

学社連携

PTA 子ども会
育成会

父母と教師の会
〈保護者と教職員〉 保護者と育成者

楯岡小学校
と地域住民

放課後児童クラブ・
放課後子ども教室など

【未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
】
の

豊
か
な
学
び
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、

三
者
連
携
し
、
地
域
社
会
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
教
育
を
支
援

学校・家庭・地域の連携による教育支援活動の促進

*親は地域の担い手でもある。

家庭教育

学校教育 社会教育

by茨城大学・生涯学習
教育研究センター

（葉山中での講演会より）

◎
子
ど
も
は
、
「学
校
、
家
庭
、
地
域
」と
い

う
、
三
角
形
△
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
な
が
ら

育
ま
れ
、
自
ら
成
長
す
る
。

こ
の
三
者
の
連
携
協
力
は
、
非
常
に
重
要
。

参考
（2）



コミュニティ・スクールとは・・・「地域とともにある学校」
◎コミュニティスクール＝「学校運営協議会」を導入した学校のこと

◇【キーワード】 A:①「地域との連携・協働」・②「社会総がかり」・③「情報等の共有」・④「地域とともにある学校づくり」
B:①熟議 ②協働 ③マネジメント

■根拠法令：「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第47条の5 第4節（H29年4月施行 令和6年4月施行）
❶学校運営協議会の設置＝【教育委員会の努力義務】
❷学校運営への必要な支援についても協議
❸学校運営協議会の委員に、学校運営に資する活動を行う者（＝地域学校協働活動推進員等）を追加
❹教職員の任用に関する意見の範囲⇒教育委員会規則で規定可能
❺複数校で一つの学校運営協議会を設置することが可能
❻協議結果に関する情報を地域住民に積極的に提供＝努力義務

№ 項目 説明1 説明2
1 コミュニティスクール 「地教行法」上の規定による「学校運営協議会」を導入

した学校のこと

「地域学校協働本部」との連携が重要

2 長所と短所
（メリット・デメリット）

■学校にとってのメリット
・地域住民等の理解と協力を得た学校運営が実現する。

・地域の未来を担う子どもの健やかな成長のために、学校、家庭、地域の
役割分担を明確化し、学校が「教育」に集中する環境を整える。
・地域の力を生かした教育活動により、子どもの学びが充実する。

■地域住民、保護者等にとってのメリット
・学校を核とした、子育て世代と地域の方々との一層のつながりにより、
防犯・防災に強い安心・安全な地域がつくられる。

・子育て世代にとって、地域皆で子どもを育ててもらえるという安心感が生
まれる。

・豊かな人生経験や技能を子どもたちのために生かすことで、生きがいが
高められる。

デメリット
▲定時後の会議になる可能性が高い
▲コーディネーター役を先生が行うと負担が大きくなり、
うまく行かない
▲報酬が出ない・もしくは安い可能性がある
▲成果が出るまで非常に長い年月がかかる

3 コミュニティスクール
がうまくいくための
【キーポイント】

〇コミュニティ・スクールのメリットを理解し、活性化できる
コーディネーター役が必要（重要）
〇「協議」「熟議」をしっかりして、「目的」・「効果」・「手段」等
を明確化しておく必要がある。

規
定
の
ポ
イ
ン
ト

【No.45】





■コミュニティスクールの導入（1）東部地区 ～導入計画の日程～

年度
学校

R５ R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028） （2029） （2030）

袖崎小

西郷小

楯岡小

楯岡中

備 考

統合小学校
（6年制）

表1 コミュニティスクール（「学校運営協議会」）の進め方 ～東部地区スケジュール～

西部地区 東部地区

楯岡

大倉
冨本

袖崎

戸沢

大高根
最
上
川

統合小
統合校

Ｐ.1

中学校
（3年）

●統合小学校スタート時のスムーズな発足を目指して・・・

統合時、「コミュニティスクール」（地域とともにある学校づく
り）の機能が十分に発揮できるような形になっているようにし
たい。ついては、統合の4年前（R7）から準備を進め、3年前
（R8）から各小学校・中学校において、「学校運営協議会」を
発足させ、3年間実施したうえで、令和11年4月～ 統合小学
校の発足と同時に、スムーズに発足するような体制づくりをし
ていきたい。

5～6人程度

■学校運営協議会

■地域学校協働本部

■学校運営協議会
委員：各校×４校≒20～24人
（最終的に15人程度）

■地域学校協働本部
コーディネータ―+サポーター

人選と実施内容等検討

学校運営協議会
（基本：各校5～6人程度）

人
選
等

5～6人程度

5～6人程度

5～6人程度
①学校運営協議会

+
②地域学校協働本部

西郷

大久保



■コミュニティスクールの導入（２）西部地区 ～導入計画の日程～

年度
学校

R５ R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
（2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028） （2029） （2030）

富並小

戸沢小

冨本小

大久保小

葉山中

備 考

義務教育学校
（9年制）

表2 コミュニティスクール（「学校運営協議会」）の進め方 ～西部地区スケジュール～

西部地区 東部地区

楯岡

大倉
冨本

袖崎

戸沢

大高根
最
上
川

統合小
統合校

Ｐ.2

中学校
（3年）

●義務教育学校スタート時のスムーズな発足を目指して・・・

統合時、「コミュニティスクール」（地域とともにある学校づく
り）の機能が十分に発揮できるような形になっているようにし
たい。ついては、統合の3年前（R7）から準備を進め、2年前
（R8）から各小学校・中学校において、「学校運営協議会」を
発足させ、2年間実施したうえで、令和10年4月～義教教育学
校校発足と同時に、スムーズに発足するような体制づくりをし
ていきたい。

5～6人程度

■学校運営協議会
委員：各校×5校≒25～30人
（最終的に15人程度）

■地域学校協働本部
コーディネータ―+サポーター

人選と実施内容等検討

学校運営協議会
（基本：各校5～6人程度）

人
選
等

5～6人程度

5～6人程度

5～6人程度

5～6人程度

①学校運営協議会
+

②地域学校協働本部

西郷

大久保

義務教育学校時に、
委員・組織を再編



「地域学校協働活動（地域学校協働本部）」と「学校運営協議会」（コミュニティスクール）との関係

3要素



コミュニティスクールＱ＆A



物入
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HB

ｽ
ｸ
-
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｽ
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±0

+100

±0

+100

±0

+100

+100

+200

+200
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身障者用Ｐ

身障者用Ｐ

身障者用Ｐ

身障者用Ｐ
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更
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室
(
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)

ｼｬﾜ-
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,
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4
,
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5
7

4
,
6
4
3

6
,
0
0
0

更
衣

室
(
M
)

更
衣

室
(
W
)

休憩室

印刷室

書庫 休憩室

用務員室

WC身障者

WC(M)

WC(W)

昇降口

風除室

ｱﾄﾘｳﾑ（階段室）

テラス

ｱﾄﾘｳﾑ（階段室）

テラス

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

テラス

美術室

WC(M) WC(W)
準備室

スペース

金工・木工

技術室

準備室

外部階段

ピアノ室

ステ－ジ

控室 放送室

テラス

器具庫

ホール

ﾐ-ﾃｨﾝｸﾞﾙ-ﾑ

器具庫

社会体育

玄関

テラス

ゴミ置場 WC(W)

WC身障者

WC(M)

消火

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

機械室

ラウンジ・ロビー

渡り廊下

外部階段

ピロティ

一斉授業 グループワーク

ディスカッション

※階段安全確保改修

※手洗場改修

※階段安全確保改修

普通教室

ジェンダーレストイレ改修

※手洗場改修

児童会館に変更

アリーナ
+300

※床改修及びバスケットゴール改修・空調設備設置

多目的学習センター

普通教室普通教室

読書スペース
書架

保健室改修

保健室

読書スペース

ジェンダーレストイレ改修

１年生 ２年生 ３年生

給食搬入路の改修

中庭：ウッドチップ敷など、子どもたちが楽しめる外構計画

給食保管改修

円形書架

部活動地域移行に伴う入口の改修

可動仕切り折戸

横引きイスターカーテン

のハウス

１ 階 平 面 図 　 S C L  1 : 3 0 0
電子錠取付（スマートコントロールキー）

※インターホンと内線電話で会話し電話器にて

　キー解除可能なようにする。

中庭改修（ビオトープ・栽培実習用畑など）

　改修箇所

　特別支援教室

　教科教室

　普通教室

※外装・内装を一新しリノベーション型の改修を行う

※全体的な床・壁・天井の改修を行う

普通教室

４年生

特別支援教室

相談室に改修
又は

職員室

湯
沸

室

既存間仕切壁解体撤去

計46席

66

2 2

6 6 6

2

8

2

レイアウト変更

応接

休憩コーナー
事務ｺ-ﾅ-

冷房エアコン設置

冷房エアコン設置

30907
テキストボックス
No.57,58



HB
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DX1
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ﾊ
ﾞ
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ｽ
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,
0
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2
,
7
0
0

2
,
7
0
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2
,
0
7
5

1
,
4
7
5

2
,
4
2
5

生徒会室に改修

リソースセンター（図書室）

バルコニー

WC身障者

放送室

WC(M)

WC(W)

EV

吹抜

ｱﾄﾘｳﾑ（階段室）

吹 抜

バルコニー

バルコニー

吹抜

バルコニー

理科室（２）

外部階段

準備室

WC(W)WC(M)

渡り廊下

ギャラリー

通路

倉庫

ギャラリー

アリーナ上部吹抜

ギャラリー

器具庫

WC(M)

WC身障者

WC(W)

ラウンジ・ロビー

ﾐ-ﾃｨﾝｸﾞﾙ-ﾑ

専用講堂

控室

外部階段

ｽﾃ-ｼﾞ
物置

資料室

教科教室（国語） 教科教室（算数）

５年生 ６年生 ７年生

教科教室（数学）

ジェンダーレストイレ改修
ジェンダーレストイレ改修

32人 32人 32人

更衣室（M）更衣室（W） 理科準備室

に改修に改修に改修

小学生用に改修

理科室（１）

コンピュータ室
保健室に改修

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

ｼｬﾜｰ室

前室
※階段安全確保改修

※階段安全確保改修 ※階段安全確保改修

※階段安全確保改修

WC

特別支援教室

に改修

※階段安全確保改修

２ 階 平 面 図 　 S C L  1 : 3 0 0

可
動

間
仕

切

可
動

間
仕

切

特別支援教室

1 2 3

多目的学習センター

可動仕切り折戸

横引きイスターカーテン 横引きイスターカーテン

可動仕切り折戸

7
年

生
ホ

ー
ム

ベ
ー

ス

　改修箇所

　特別支援教室

　教科教室

　普通教室

※外装・内装を一新しリノベーション型の改修を行う

※全体的な床・壁・天井の改修を行う

既存サッシュ改造

冷房エアコン設置

フューチャークラスルーム（未来型教室）への改修



BX1 BX2
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1
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4
7
5

2
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多目的活動ホ－ル

学校評議員室

談話室

バルコニー

WC

資料室 WC(M)
WC(W)

教材教師室

EV

バルコニー

バルコニー

バルコニー

バルコニー

WC(M) WC(W)
準備室

音楽室

楽器庫

外部階段

ﾊﾟ-ﾄ

ﾊﾟ-ﾄ

吹抜

吹抜 吹抜

特別支援学級

32人 32人

８年生 ９年生

教科教室（社会）

可動仕切り折戸

横引きイスターカーテン
可動仕切り折戸

横引きイスターカーテン

ジェンダーレストイレ改修

相談室に改修

被服室兼調理室

被服兼調理室内に小学生も使用できるように改修

外部階段で出入りできるように改修

※階段安全確保改修

※階段安全確保改修※階段安全確保改修

※階段安全確保改修

※階段安全確保改修

多目的学習センター

ホームベース ホームベース

更衣室（M） 更衣室（W）

教科教室（英語） 教科教室（国語）

※外装・内装を一新しリノベーション型の改修を行う

※全体的な床・壁・天井の改修を行う

３ 階 平 面 図 　 S C L  1 : 3 0 0

部活動意向に伴う改修

部活動意向に伴う改修

　普通教室

　教科教室

　特別支援教室

　改修箇所

侵入防止のためシャッター設置（施錠遠隔操作）



【資料2-２】

■ 村山市立小学校西部地区統合準備委員会専門部会スケジュール 〇：原案作成スタート ◎：期間を通し、継続的に実施
令和7年7月28日現在

R6

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

1 統合学校名称 秋久保洋紀 案決定 〇 起案 議決
2 校歌 髙橋留美 〇 委員会 ｱﾝｹｰﾄ 委員会 予算 詩公募 詩決定 完成
3 校章・校旗 髙橋留美 〇 委員会 予算 案決定

4 校訓※ 笹原 聡 〇 葉連協 視察 葉連協 葉連協 葉連協 案決定 案確認 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 決定
5 制服・体操着 髙橋留美 ○ 作業班 委員会 ｱﾝｹｰﾄ 分科会 委員会 契約 決定
6 広報・情報発信 井澤豊隆 ○ ◎ 終了
7 予算管理 鈴木夕佳 ◎
8 各専門部会の進捗管理 細谷 充 ◎
9 学校文書管理/PCデータ管理等 笹原 聡 ◎ 移動
10 その他総務関係 細谷 充

11 学校経営方針、教育目標 笹原 聡 〇 葉連協 視察 葉連協 葉連協 葉連協 案決定 案確認 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 決定
12 校務分掌（教職員組織） 校 長 〇
13 学校行事（学年行事） 校 長 〇
14 日課表、時間割編成 校 長 〇
15 学習規律 校 長 〇
16 学校史編纂※ 校 長 〇
17 義教校の学年割 半澤宏樹 案決定

18 学校の特徴・校訓等※ 笹原 聡 〇 葉連協 視察 葉連協 葉連協 葉連協 案決定 案確認 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 決定
19 教職員研修・交流 村田 紳 〇
20 児童会・生徒会運営 校 長 〇
21 児童会・生徒会組織、校則 校 長 〇
22 生活指導・健康安全 校 長 〇
23 学級編制の基準 校 長 〇
24 教材・教具（必要物品の検討） 校 長 〇
25 学校広報・ホームページ 森 忠昭 〇 案決定 業者選定 HP公開

26 各種委員会・クラブ 半澤宏樹 〇 部会 案決定

27 各校資料の活用検討 森 忠昭

28 入学説明会・地域説明会 笹原 聡 〇
29 児童生徒学校間交流 村田 紳 〇 葉連協 葉連協 案決定 説明会

30 PTA組織・規約 森谷洋子 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 連P説明 〇 案決定

31 PTA役員選出・運営方法 森谷洋子 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 連P説明 〇 案決定

32 PTA事業・予算調整 森谷洋子 葉連協 葉連協 葉連協 葉連協 連P説明 〇 案決定

33 その他教育課程関係 笹原 聡

34 学校給食 秋久保洋紀 〇 検討会 委員会 部会 委員会 案決定 予算 予算
35 プール（水泳授業） 細谷祐太 ○ 案決定 予算 発注
36 通学路の設定・安全対策 森 忠昭 ○ 委員会 委員会 委員会 案決定

37 通学距離別通学方法 森 忠昭 ○ 委員会 委員会 委員会 案決定

38 登校班編成 森 忠昭 ○ 委員会 委員会 委員会 案決定

39 スクールバス運行 海老名秀喜 ○ 案決定 予算 入札 納車
-2 スクールバス運転手確保 海老名秀喜 ○ 募集 試験 技能士配属

40 バス乗降所・便数等 海老名秀喜 〇 案決定 予算
41 学童保育（放課後児童クラブ） 子育て(菅原) ○ 部会 作業班 部会 案決定

42 その他学校運営部会 秋久保洋紀

微調整
業者ﾌﾟﾚｾﾞﾝ

統合通信発行

新年度予算 新年度予算 新年度予算

令和9年度（2027） R10

総
務
部
会

開
校

作曲依頼 選定委員会 作曲・編曲依頼 校歌練習（各校） 校歌練習（全体）

作成依頼

部会 № 検討項目 担当者
令和7年度（2025） 令和8年度（2026）

教
育
課
程
部
会

微調整

開
校

案
決
定
（

最
終
）

微調整
案
決
定
（

最
終
）

情報収集 HP作成
状況整理

教課擦合 交流活動 交流活動
保説明会 総

会
開
催

保説明会
保説明会

方針・組織検討
保存・廃棄の判断、共有活用資料の検討 移動・廃棄

市民説明会 改修内覧会 改修内覧会 保護者説明 完成内覧会

テスト運行等

現場確認 現場確認 バス停設置 テスト運行等
子育て課で事業展開

学
校
運
営
部
会

基本設計 実施設計 大久保小改修
AP計上 改修工事

通学路設定

登校班設定 開
校
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【資料2-２】

■ 村山市立小学校西部地区統合準備委員会専門部会スケジュール 〇：原案作成スタート ◎：期間を通し、継続的に実施
令和7年7月28日現在

R6

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

令和9年度（2027） R10
部会 № 検討項目 担当者

令和7年度（2025） 令和8年度（2026）

43 子ども会育成会組織・規約等 井澤豊隆 育成会 育成会 意見交換 育成会 〇 案決定 整理 調整
44 育成会役員選出・事業等 半澤宏樹 育成会 育成会 意見交換 育成会 〇 案決定 整理 調整
45 ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ､学校運営協議会の検討 生涯(柴﨑) 〇 委員会 規則整備 委員検討 予算 補助申請

46 地域学校協働本部 生涯(大山) 委員会 規則整備 委員検討 予算 補助申請

47 学校後援会の調整 井澤豊隆 〇 調整 案決定 調整
48 学校歴史の継承・地域づくり 半澤宏樹 〇 案決定 予算 完了
49 学校史（学校記念史）※ 井澤豊隆 ○ 案決定 予算 編纂 完成
50 閉校記念行事・式典 笹原 聡 〇 案決定 実施
51 閉校式・開校式（教委主催） 笹原 聡 〇 案決定 実施
52 大久保小学校の利活用 髙橋留美 〇 調整 案決定 議会 予算
53 現校舎の利活用 髙橋留美 確認 〇 部会 案決定 予算
54 学校敷地利用の検討 髙橋留美 確認 〇 部会 案決定 予算
55 地域・交流学習（育成会） 生涯(大山) 〇 検討
56 その他地域連携部会 井澤豊隆

57 義教校の必要教室の検討 細谷祐太 〇 案決定 入札 引渡
58 校舎改修設計（基本・実施） 細谷祐太 〇 案決定 入札 引渡
59 校舎改修工事 細谷祐太 〇 案決定 AP 予算 発注 引渡
60 児童用机・椅子導入 細谷祐太 〇 〇 案決定 予算 購入 完了
61 大型備品等の検討 細谷祐太 〇 案決定 予算 購入 完了
62 備品購入手続き 細谷祐太 〇 ○ 案決定 予算 購入 完了
63 備品リストの整備・整理 鈴木夕佳 〇 予算 運搬 残整理

64 教材備品 海老名秀喜 〇 〇 運搬 残整理

65 不要備品 海老名秀喜 〇
66 備品移動・移転計画 鈴木夕佳 〇 選定 予算 案決定 運搬
67 その他事務経理関係 海老名秀喜

68 その他校舎施設部会 細谷祐太

地
域
連
携
部
会

補助金調査 組織化ｽﾀｰﾄ 組織・人選の再検討 再編ｽﾀｰﾄ
補助金調査 組織化ｽﾀｰﾄ 組織・人選の再検討 再編ｽﾀｰﾄ

開
校

方法・内容検討 展示物製作依頼

情報収集 情報交換
情報収集 情報交換

総合会議 AP計上
総合会議 AP計上
総合会議 AP計上

校
舎
整
備
部
会

概算設計 実施設計

購入方法
AP計上

業者選定

AP計上

状況把握等 組織集約・解散

一覧整備 AP計上 要不要選別 備品ﾘｽﾄ作成

一覧整備 AP計上 要不要選別 台帳作成

開
校

概算設計 実施設計
交付金申請 R8改修工事 交付金申請 R9改修工事

AP計上
AP計上 導入品選定
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村山市の学校統合（ＴＯＧＯ）に関するNEWSLETTER

創刊準備号
June  2025

--東側の小学校は令和11年・西側の小中学校は令和10年にTOGOなんです！--

こんにちは！ 村山市では、令和10年度から令和11年度にかけ、市の東西の小学校を統合する計画で
います。そこで、市民のみなさんに向け、その内容や進み具合などの情報をお届けするために、ニュー
スレター（通信）を発行することにいたしました。タイムリーに情報をお伝えするために、定期的に発
行する予定でおります。どのような情報がお知りになりたいか、是非、リクエストをお寄せください。

山形県村山市
教育委員会

村山市では、「よりよい教育環境」のもと学校教育が受けられるように、
常に、学校の「適正規模・適正配置」に配慮し学校運営を行っています。
昨年（令和６年５月）、検討会における答申をもとに、総合教育会議を

経て「小学校統合基本計画」がまとまり、その計画に基づき、現在、統合
に向けた準備を進めています。裏面に「統合基本計画」の要点（計画の３
本柱）をお示しします。（現時点での“修正”を加味）

明
治
維
新
は
、
世
界
で
も

類
を
見
な
い
、
急
激
で
徹

底
的
な
近
代
化
を
伴
っ
た

大
変
革
の
成
功
例
と
さ
れ

る
。
そ
の
一
環
で
行
わ
れ

た
の
が
明
治
五
年
（
一
八

七
二
）
の
教
育
大
改
革
「
学
制
」

で
あ
る
▼
市
内
の
七
つ
の
小
学
校

の
歴
史
は
、
多
く
が
学
制
時
ま
で

遡
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こ
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が
で
き
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え
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小
学
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、
こ
こ
数
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で
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立
一
五
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年
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大
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を
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▼
地
域
の
人
材
育

成
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わ
ば
セ
ン
タ
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と
な
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き
た
小
学
校
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そ
の
〝
大
統
合
〟

が
二
、
三
年
後
に
行
わ
れ
る
。
一

世
紀
半
以
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続
い
て
き
た
小
学
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が
市
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西
で
２
つ
に
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る
こ
と

は
本
市
の
教
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史
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り
、
学
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来
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育
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▼
今
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「
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〇
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年
」
の
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で
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る
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サ
ク
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ン
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洋
ナ
シ
の
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が
、
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治
政
府
か
ら
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れ
、

旧
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年
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し
い
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ッ
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「
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に
、
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」
。
桜

桃
が
全
国
に
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る
山
形
を
代
表
す

る
果
樹
に
な
っ
た
こ
と
は
、
県
民

み
ん
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で
一
途
に
育
て
た
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も
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産
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成
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人
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育

成
＝
教
育
も
、
何
を
か
い
わ
ん
や

「
国
家
百
年
の
計
」
な
の
で
あ
る
。

小
学
校
統
合
は
そ
ん
な
教
育
大
変

革
に
相
当
す
る
一
大
事
。
「
一
途

に
果
実
」
に
な
ら
え
ば
「
一
途
に

統
合
」
。
も
う
前
進
あ
る
の
み
。

「
統
合
（
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
）
に
、
Ｇ
ｏ

ｔ
ｏ
（
前
に
進
む
）
」
な
の
だ
。

統成人語

編集・発行
村山市教育委員会
学校統合推進室

■小学校統合の考え方や進め方の
基本となる計画（令和６年５月策定）

市では、上記の「統合基本計画」に基づき、統合に向けた各種準備を進
めています。計画を円滑に進め、また、市民の意見を取り入れながら計画
を進めるため、市民委員からなる「統合準備委員会」を設置します。
令和６年7月に西学区で発足し、令和７年６月には東学区でも発足し、東

西両学区での準備委員会が整備されました。それぞれ令和10年4月、翌11年
4月の学校統合に向け、5つの部会を設置し準備を進めることとしています。
「準備委員会」は、市民の考えや声を計画に反映させる仕組みの一つで

す。また、決定プロセスも、広報等で公にしながら進める考えでいます。

TOP INFORMATION（2Topics)

要点は裏面表1参照

東部学区
準備委員会

令和７年6月発足

西部学区
準備委員会

令和６年７月発足

要点は裏面表2参照

統合
基本計画

■統合の準備を進める《推進母体となる組織》
～令和７年度の当初までに東西両学区で設置～

統合
準備委員会

むらやま

村山市
小学校統合

基本計画
～基本的3要件～

R6年５月

策定

1

2

M With
MURAYAMA

未来の「ひと・まち・しあわせ」を育む



区分 東部地区
（楯岡中学校区）

西部地区
（葉山中学校区）

№ 基本的３要件
①場所 ②時期 ③形態

［対象校］
楯岡小・西郷小・袖崎小

［対象校］
大久保小・冨本小・戸沢小・富並小

1
小学校統合の

場所
～どこに～

〇現在の楯岡小学校の校舎に、
東部の小学校3校を統合する。

〇現在の葉山中学校の校舎に、
西部の小学校4校を統合する。
その際、葉山中学校の校舎を
活用し、必要な改修（リノベー
ション）を行い、対応する。

2 統合の時期
～いつ～

〇令和11年4月に、３校同時の
統合を目指す。

〇令和10年4月に、義務教育学
校の開校を目指す。

3
統合する学校の

形態
～どんな学校～

〇楯岡小学校に統合し開校する
小学校は 「従来型学校」（小学
校6年制）とする。
〇なお、楯岡中学校とは、さら
に連携を強化し、特徴や特色
ある教育を行うものとする。

〇小学校4校と葉山中学校とが
一体となった「義務教育学校」
※とする。

〇葉山中学校の 「教科教室制」
の特徴や葉山ならではの特色
のある教育を行うものとする。

№ 専門部会 調査・検討事項

1 総務部会 〇学校名称・校章・校歌・校訓 〇広報・情報発信 〇予算・進捗管理 〇その他

2 教育課程部会 〇教育課程編成〔カリキュラム〕等教育内容策定 〇学校運営方針・教育目標
〇学校行事・教職員研修・教職員交流 〇児童会運営 〇生徒指導・健康安全 〇その他

３ 学校運営部会 〇基本的学校運営 （学校給食・プール・備品・学校図書・文書保存・廃棄）

〇通学方法（スクールバス運行）・通学路・登下校時の安全対策
〇学童保育（＝放課後児童クラブ）運営 〇児童生徒の交流学習 〇その他

４ 地域連携部会 〇PTA組織運営・子供会育成会 （組織編成・規約・役員選出方法・運営計画等）
〇コミュニティスクール（学校運営協議会）、学校後援会等
〇学校歴史の継承、学校を核とした地域づくり
〇閉校及び開校記念事業・式典等 〇現校舎の利活用・学校敷地利用 〇その他

５ 校舎整備部会 〇小学校としての必要教室等設置（増築等含む）〇学校備品（主に大きな備品） 〇その他

表0-2-1. 準備委員会の設置要綱（要点）

表0-2-2.専門部会での検討事項 ～5つの専門部会～

1.目的・・・・・・・・統合を円滑に行うための準備・検討・調整
2.所掌事務・・・・・・①基本的事項、②開校準備、③必要な事項
3.組織・・・・・・・・住民代表・児童生徒保護者代表・子ども園等代表・小中学校代表（校長）等計20人
4.任期・・・・・・・・当該年度最終日まで/再任あり
5.委員長・副委員長・・委員互選で選出（各1名）
6.会議・・・・・・・・委員長が招集・半数以上の出席/過半数で可決
7.専門部会・作業班・・専門部会/作業班（東部/西部 各５つの部）/必要に応じ、分科会を設置
8.公開・9.秘密保持・・原則公開 10.庶務・・・・（事務局）学校教育課（学校統合推進室）

表0-1 統合基本計画の基本的3要件 「村山市の小学校の在り方」の答申を基にした計画

～総合教育会議後～ 【整理】 R6年.5月に総合教育会議を経てまとめられた （現時点修正後）

表0-2 統合準備委員会について（要点） ～設置要綱・専門部会での検討事項～

※「義務教育学校」のほか専門的な用語については次号以降で順次、解説を予定しています。

[発行] 村山市教育委員会 学校教育課・学校統合推進室 ℡：0237-55-2111（内329）
未来の「ひと・まち・しあわせ」を育む
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村山市の学校統合（ＴＯＧＯ）に関するNEWSLETTER

第１号
July 2025

--東側の小学校は令和11年・西側の小中学校は令和10年にTOGOなんです！--

村山市の学校統合に関する“初めての”ニュースレターをお届けします。
このニュースレターは、令和10年から11年にかけて行われる、村山市の学校統合に関する最新情報を市

民の皆様向けに、わかりやすくお伝えするために、定期的に発行する予定です。お届けする内容は「統合
準備委員会だより」といえるものですが、タイトル名は、“統合に向かって進む”意の「Goto統合」と統合
新聞という意味の「統合（TOGO）タイムス」から、「むらやま統合TIMES」としました。
第1号（本号）では、昨年度発足した西部地区準備委員会のこれまで決まったこと、先般発足した東部地

区準備委員会での協議事項についてお知らせいたします。ぜひ、知りたい情報の要望などお寄せください。

編集・発行
村山市教育委員会
学校統合推進室

市の西部の小学校4校は、葉山中学校と一緒になり、小学校（6年）と中学校（3年）がひとつの
学校になった9年制の「義務教育学校」として発足することとしています。令和10年4月の開校に
向け、諸手続きを進めるため、まずは「学校の名称」（校名）を早めに決める必要があることか
ら、令和6年度内の校名の公募・投票等の手続きを経て「葉山学園」という校名に決定しました。

（図1）現在の葉山中学校校舎～西部地区の４つの小学校の統合校は、この校舎に「義務教育学校」として整備される～
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統成人語

【西部地区は、市で初の「義務教育学校」】
～名称が「葉山学園」に決まる～

TOP INFORMATION（Topics)

むらやま

西部地区
学校名称

山形県村山市
教育委員会

未来の「ひと・まち・しあわせ」を育む
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学校統合だより
村山市では、令和10年度から11年度にかけて、市内の小学校が東西2校に統合することが決
まっています。現在、統合が順調に進むように、市民の代表からなる「統合準備委員会」を設置
し開校準備にあたっています。市の東側（楯岡中学校学区）では、楯岡・西郷・袖崎の3つの小
学校が1校に統合し、令和11年4月に開校。一方、西側（葉山中学校学区）では、大久保・冨本・
戸沢・富並の4つの小学校と葉山中の計5校が1校に統合し、東側より1年早い、令和10年4月に、9
年制の「義務教育学校」 ※1 として開校する予定です。

東西それぞれで、 約20人前後のメンバーからなる「統合準備委員会」を設置し、開校までの
準備を進めており、このほど、今年度第1回目の統合準備委員会が開催されました。その模様を
お知らせします。

令和7年度・第1回準備委員会
（5月28日開催）

令和7年度・第1回準備委員会
（6月10日開催）

令和10年4月に9年生制の
「義務教育学校」として開校

令和11年4月に、小中連携型の
統合小学校として楯岡小学校に
開校（校名等は今後検討予定）

◆東部準備委員会

〇本年度から組織化され、第1回目の委員会で
は、鈴木悟氏（楯岡元気なまちづくり協議会会
長）が委員長に選出され、今後の進め方などが
協議されました。4年後の開校に向け、20名の
委員で、5つの専門部会に分かれ、必要な準備
を進めていきます。

◆西部準備委員会

〇昨年度から組織化されており、今年度第1回
目の委員会（委員長：青柳孝雄 戸沢まちづ
くり協議会会長）では、昨年度の報告や今年
度の進め方について、16名の委員で協議され
ました。3年後の開校に向け、これまでに決
まったことは、以下の通りです。

№ 検討項目 決まった内容

1 統合学校名称 「葉山学園」とする

2 義務教育学校
の学年割

小中計9年間の区切りを
4年間・3年間・2年間と
する

3 コミュニティ
・スクール※2

令和8年度「コミュニ
ティスクール」に移行

4 校舎改修設計 葉山中校舎の不足する
教室を「改修」の方法
で整備する

西部（葉山中学校区） 東部（楯岡中学校区）

専門部会名 検討内容

1 総務部会 学校名・校章・校歌・広
報・情報発信・予算等

2 教育課程部会 カリキュラム・児童生
徒・交流学習・特色等

3 学校運営部会 基本的運営（給食等）・
通学方法・学童保育等

4 地域連携部会 育成会・閉校開校式典・
現校舎敷地の利活用等

5 校舎整備部会 必要な教室の整備・学校
図書・備品等

▲葉山

▲甑岳

最
上
川

東部：令和11年/小学校統合
西部：令和10年/小中学校統合【 】

※1の「義務教育学校」、
※２の「コミュニティ・
スクール」などの詳細に
ついては、右のQRコー
ドをご覧ください。

西部 東部

■この面の情報は、市報「むらやま市民の友」（令和7年7月1日号）に掲載しました。

[発行] 村山市教育委員会 学校教育課・学校統合推進室 ℡：0237-55-2111（内329）
未来の「ひと・まち・しあわせ」を育む


